
青の軌跡
芸術科学会DiVA展大賞作品

鈴木太朗(東京蒙術大学） ■
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芸術科 学の 成果が結集した学術アー ト 展 始 ま る
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入場 無 料

芸 術科学 会

ArtistsPresentaion／Ｓｙｍｐｏｓｉｕｍ

５．２３Ｆｒｉｌ５:３０－１７:３０

入場無 料

展

東京工業大学大岡山キャンパス 百年記念館(東急大井町鵠･目黒線｢大岡山｣駅正面)http:"www,ti1echoacjpノ

主催／芸術科学会DiVA展実行委員会芸術科学会

｡

｢青の軌跡｣鈴木太朗(東京蕩術大学)／｢bouncestreet-弾む街角一｣みやばら美か十すぎもとたつお(名古屋学芸大学)／｢theLabyrinthWalker｣しらいあきひ二＋岩下克十

長谷川品一十佐薩鼓(東京工莱大学)／「『Pseudo-3DPhotoCoIIage＠Enro･』一擬似３次元フォトコラージュで再構成された中国･円楼の空間一」田中浩也(京都大学)＋伏見隆

夫(写真家)／｢Cﾉt･cycleof1．uch･｣松村減一郎(東京大学)／｢ＣＭprocess鯉』松尾邦彦(intermedIaperformanceunitnest>／rACTiM｣植木淳朗十岩田幸之(慶魔義

塾大学)／『SONASPHERE｣徳井直生(東京大学)／｢Dynamo：鮫弛VR開発環境SPRINGHEADを用いたアートワーク習作｣しらいあきひこ＋長谷川品一十佐蔵露(東京工粟大

学)＋上燦慎太郎(東京エ芸大学)／｢SoundofRegions-コンピュータビジョンを用いたインタラクティブなインスタレーションー』永江孝規(東京工芸大学）

同時棚催

鰭２回NICOGRAPH春季大会馳文&アート部門コンテスト 5.23Ｆr19830.17:ＯＯ東京工巽大学大岡山キャンパス



異勧賞
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擬似３次元フォトコラージュで

再措成された中国・円楼の空間

田中浩也

京極大学憤秘学研究科ＣＯＥ研究貝

伏見隆夫
琴寓章

大賞

青の軌跡

鈴木太朗
東京蚕初大学大学院美初研究科

作品上面には計49個の正方形の窓が開いている。これらの窓内部にはそれぞれ風

が起こるようにプロペラが仕組まれている。プロペラは赤外線センサからの反応で

一定の規則を持って動くようプログラムされている。窓の上全体にはオーガンジーを

かぶせてあり､プロペラが起こす風により窓周辺のオーガンジーが数ミリ程服らむよ

うに出来ている。作品内部から出る青い光がプロペラで起こった風により服らんだオ

ーガンジーに反射し､窓枠周辺がその反射光で光る。視覚上では窓枠に青い光りが

港み､周囲の窓よりも光って見えるように演出されている。
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優秀貢
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弾む街角

みやばら美か＋すぎもとたつお
名古且拳芸大学

街角では､さまざまな色が変化している。この作品では､街の色の移り変わりを､ボー

ルが弾むアニメーションと音で表現した。作者は､ビデオカメラで街の表備一お店の

看板や行き交う人々の服など－を掴影する。この作業は､街を切り取ってボールと音

に変換するために行う。撮影された映像は､その場でボールが弾むアニメーションに

なり、ビルディングの壁面に投影される。
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優秀賞
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ラビリンス・ウォーカー

しらいあきひこ(発案･制作）

岩下克(閲発）

長谷川晶一(技祷〉

佐藤賊(腫修）
東京工農大学鵬密工崇研究所

｢ラビリンス･ウォーカー(theLabyrinthWalker)」は､新しい移動インタフェイスデ

バイスのためのデモ･コンテンツとして生まれた作品であり､応募者による『足と床ｊ

インスタレーション作品シリーズとして3作目の作品となる。広視野床面スクリーンと

ターンテーブルというシンプルな装圏構成であるが､体験者は一切の装着物なしに、

バーチャルな迷路の世界を歩き続けることができる。

http:〃ｗｗｗ･ｓｐａｃｏ１ｉｍ０ｄｏ９ｉ９ｎｓ･or9ノ
sokoﾉonrospaco･ｈｔｍｌ

辺呈余
_〃

インタラクティブアート作品“Ｃ/ｔ‐cycleoftouch-”（以下Cﾉt)は鑑賞者の「触れ

る」行為が音に変換され､それを｢聴く」というプロセスによって成立する作品である。

鐘賞者が金属や木のオブジェクトを「叩く」「ひっかく」「擦る」「落とす」という単純

な｢触れる｣行為が生み出す音は4秒ごとに録音され､１６回くり返し再生される。“Ｃ/t”

は､目に見えず､意賎にのぼらないが確かにそこに存在している音を拡大し､くり返し

提示することによって“触れる”行為が生み出す小さな音を鑑賞者に意識させる。

英励賞

Ｃ／ｔ－ｃｙｃｌｅｏｆｔｏｕｃｈ‐

松 村 賊 一 郎

東京大学大学院学巨情報学扉

この作品は､擬似３次元フォトコラージュシステムを開発した田中と､世界各地を旅行

し写真撤影を行ってきた伏見とのネット上でのコラボレーションによるもの。田中が

研究開発したソフトウェアをWeb上に無料公開したのが発端となり､伏見がそれを用

いて中国･円楼地区を再現する作品を制作した。
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鰯講烹

同時開催：芸術科学会員による作品展示(芸術科学会Diva展会場にて）
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コンピュータサイエンスの進歩は私たちの生活や社会をこの数十年間で大いに一変させました。そして､そのイノベーションは今も絶え間なく続いています。芸

術と科学はともに駐合しあいながら､この進歩を支える創造力の裏方であり続けていました。この新しい関係は私たちの絶え間無い発展のためにより一層重要

なものとなりつつあります。

より重要性を期す､芸術と科学の新たな関係が生み出す､複合領域が生み出す成果を作品として審査し､評価して行こうという取り組みがこの芸術科学会

ＤｉＶＡ展です。

芸術と科学の融合領域において生み出される､コンピュータを用いて制作された作品として､全国の研究観閲から応募を受け､芸術と科学(あるいは融合領域）

の専門家によって稔成される委貝会により厳正に審査され入営した作品が､本展にて展示されます。

ＤｉＶＡ展会
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松尾邦彦
InterｍｏｄＩａｐ０ｒＩｏｒｍｎｎｃ０ｕｎｌＩｎｅ８ｔ

近年､intermediaperformanceunitnestは[ＣＭprocess]というパフォーマン

ス生成プログラムを開発してきた。出発点は､オブジェクティブなダンスパフォーマン

スの構成法を考えることであったが､コンピューターなどのデバイスを導入することで、

身体同士だけではなく、舞台を構成する様々な要素が複雑に絡み合うパフォーマン

スのリアルタイム生成を実現している。
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入遊

ＡＣＴｉＭ

植木淳朗十岩田幸之
塵 圃脳 塾大 牢堀 殖厩 究窒

ＡＣＴｉＭはくつろぎのためのインターフェイスです。座って姿勢を変化させることで、

椅子から様々な風景を魚徴する哩音”が聞こえてきます。繁蕊街沿いのカフェ､にぎ

やかなジャズバー､どこか遣い森の中､子供の遊ぶ遊園地､広大な海原などの環境

の中で､思わず耳を傾けてしまうような動きのある“音”が重なり合うことによって｢風

景の肥憧」を引き出す。「座るという日常行為からのエンターテインメント」「デジタ

ルによるアナログのリデザイン」という試みをＡＣＴｉＭは提案している。
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ＳＯＮＡＳＰＨＥＲＥ

ＢｉｏｓｐｈｃｒｅｏＩＳｏｕｎｄｓ

徳井直生
支京大挙エ拳系研究科手工挙亦攻伊歴読更宮

ＳＯＮＡＳＰＨＥＲＥは､３次元インターフェースに基づくインタラクティブな音楽作品で

ある。本作品では､オーディオファイルやオシレータ､エフェクタなどを－つの単位とし

て､３次元空間上に物体として表現することで､鍾賞者の直感的なリアルタイム操作

を実現する。また､音声信号の流れやプロセスの制御関係をビジュアルとして提示す

ることによって､音楽の聴取･演奏に､新しい「意味」を付加しようとする試みでもある。

｢NA-BOXELIGHT」

岩沢駿(東京大学ｴ学羅ｼｽﾃﾑ創鼠学科ｼﾐｭﾚー ｼｮﾝｺー ｽ】

吉田知史(早胴､大学回隠愉報遁侭扇究科）

釧田裕之〔京京工察大学画気麺子ｪ学科）

入選

ＳｏｕｎｄｏｆＲｅｇｉｏｎｓ

コンピュータビジョンを用いた

インタラクティブな

インスタレーション

永江孝規
東京工芸大学大学院

本作品はパターン麗職やビジョンの分野で｢領域分割」と「ラベル付け」という名前

で呼ばれているものを素材として､そのまま使っている。背景をブルーバックにし､実

時間で映像を膝み込み､ブルーバックの前で動く人体によって区切らた個々の領域

に音階と音量が割り当てられる。音階と音量はそれぞれの領域の重心のx座標とy座

種によって決まる。

臼 田臼田
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｢捜物」

インタラクティブなテクスチヤ効果を用いたメデイアアート

福田圏子(率大字大学院学思愉樋学府）

児玉幸子〔電算逼侭大学人同ｺﾐｭﾆｹー ｼ江ﾝ学科）

小池英樹蝿気遇侃大学大学院倫報ｼｽﾃﾑ難研究科）

画像既践の技法を用いて､手術の動きに対してインタラク

ティブにテクスチャが変化する「シンクロテクスチャ」をⅢ

唾唾

詳

本作品は､アクリルキューブを立体格子択に配し､内蔵さ

れた青色LEDの点遮によって動的な立体形状を実空間

上に呈示する試みである｡観察新は液晶シ１．歩一眼鏡等

のデバイスを必要とせず､あらゆる視点から対象の立体形

状を見ることができる。１つのLEDが立体形状の1画素に

対応し､ＰＣで計算された映像の３次元情報をマイコンに

送侭し､ＬＥＤの点滅を制御する．
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｢SukusukuFIower」

あたたかい虹持ちで回鱈に蓮べろインタうクティブ作品を

渡辺綾乃十審口選(尚貝学園大学芸禰伯侭学嘩】

永江孝規(哀点ｴ芸大手芸薦字画）

あたたかいかい気持ちで自然に楽しめるインタラクティブ

な作品を作ろうと考えた｡良い天気の目に､(まつと嬉しくな

るような気持ちを持てる､夢のあるものにしたいとも思った。

本作品はＵＳＢカメラを用いて人及び背景を拠り､手など

を勘かすことによってこぼれ出る｢光｣と｢雫｣を地面に芽

を出している植物に落とす｡そうすることによって育ってい
き､やがて花が咲くというものである。

入選

Ｄｙｎａｍｏ

触覚ＶＲＩ、発現塊

ＳＰＲＩＮＧＨＥＡＤを用いた

アートワーク習作

しらいあきひこ(発室･創作）

長谷川晶一、佐藤賊(技術醤力】
東京工凝大学堀宙工学研究所

上燦慎太郎(創作協力）
東京工蚕大半

芸術と科学の境界領域のクリエイテイビテイを具現化するとき､時としてその活動は、

プログラミングやデバイス開発､織密なアルゴリズムといった工学的開発行為と変わ

らない工程で行われることが多い。特に触覚ＶＲといった先端技術においては､技術

的障壁が高く､純粋にアートワークと呼べる触覚ＶＲ作品はほとんど存在していない

のが現実である。本作品は､アートワークとしての触覚ＶＲが成立しうるか､という挑

戦である。
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特別奨励 表彰作

‐
‐
Ｌ

｢ビニルハウス」

生物のように浮き沈み瞥鍛り逗丁キネチックアー卜

茄資彦(多摩英術大学澗綴デザｲﾝ学科愉躯芸術専攻）

板の上に植物をのせ､それをビニールで囲い､上面に板と

珂助ファンと電球を取り付けたものを一つの0‘ビニルハウ

ス”としました。多数のビニルハウスの動きの組み合わせ

で作品が成り立っている。フワフワとした浮遊感を感じる

動きで浮き沈みを繰り返し､空気を吸い込む時に放つ光は

ビニールというフィルタの中で不思湿な影を作り出す。

入選ではないが､学生や若年眉として大いに将来を感じさる作品に対して､特別奨励表彰を授与します(ビデオのみの展示になります)。鼎

発し､メディアアート｢棲物｣に応用した｡作品では､リアル

タイムに変化するコンピュータグラフィックスにより外界か
らの刺激に反応する生物の息吹を表現した。

'み，｜ミ
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東急田園都市盤

【関例日的】５月23日(金)１５:30-17:３０【会埋】東京工業大学大岡山キャンバス百年記念館３Ｆフェライト会識室

鮪一国室芸術科学会ＤｉＶＡ展入選者による発表

厩二毎＝審査から考察する日本の芸術科学の可能性･応募作品の鯛評

盲五風=今間俊博(尚美学風大学)､佐蔵賊(京京ｴ裳大学)､森司(水戸芸蛎麓)､森山朋絵(東京僅雰寓焚桁館)､森脇裕之(多庫焚禰大学】

座長＝岡田智博(DiVA昼蓮営養風､ｸー ﾙｽﾃー ﾂ･ｺﾐﾆﾆｹー ｼﾖﾝズ爾究所､ｱー ﾄデﾓ）

【鞠問合せ先】芸術科学会事務局東京工業大学大学院情報理工学研究科中嶋研究室内tel：O3-5734-2183e-maiI:diva＠art-science・org

同時開催：第２回ＮＩＣＯＧＲＡＰＨ春季大

論文＆アート部門コ ン テ ス ト

会

今年で１９年目となる､伝統あるＣＧ･ＶＲおよびインターラクティブアートの祭典､ＮＩＣＯＧＲＡＰＨ鴎文コンテスト。従来､秋に開催していましたが､毎年投稿数も増

加の一途をたどり､多くの優秀な駿文が発表され､秋季のみならず春季にもＮＩＣＯＧＲＡＰＨ圏文コンテストを開催して欲しいとの要望が挙がり､昨年より初の試

みとしてＮＩＣＯＧＲＡＰＨ春季大会を開催しております｡本年の春季大会は､５月23日(金)に東工大百年妃念館をメイン会場として開催致します｡今回は発表件

数が多く､従来の2会場から3会喝での謂演となりました｡第３会喝(西8号館Ｅ棟１０階)は､３Ｄフォーラムと合同企画となっており､今諾題の３次元映像関係の

騎演が集められています。

【関値日時】５月２３日（金）９:30-17:００

【会遥】東京工業大学大岡山キャンバス

篇1女電章百年罷念館３Ｆフェライト会議室第２金潮一百年配念館２Ｆ第一会議室篇3会溜画西8号館E棟１０Ｆ大会議室

参加無料(要事前登録）http:"www・art-science,org/app/nicoO3s/app,ｈｔｍｌ大会予稿災3,500円

特別講演(14:40.15:２０）

｢ナチュラルビジョンを用いた高輔彩ＣＧ制作システム」村上百合､岸本純子､本村秀人、

山口雅浩､羽石秀昭､大山永昭(東ヱ大､過侭･故魁捜桐､松下避罰､千蕊大〉

｢３次元モデルデータを利用したセルアニメーション原動面作画支援システム」

野崎慎也(嫁式会社セルシス）

ＣＧ－ＡｗａｒｄＪａｐａｎ芸術科学会餓文陸優秀誠文賞表彰式
(13:3o､13:50／百年妃念冠３Ｆフェライト会固宜）

鰯２回ＣＧＡｗａｒｄＪｎｐａｎ墨武省

中前栄八郎氏(広島大学名雀放捜､広島工撰大学工学名誉軟授）

益砺科学会践文瓦第１尋跳文武

「複数の３次元形状操作を銃合した直観的入力ツール｣村上存､臼井恵

｢Web2.5,用電子カタログシステム実現手法｣寺沢幹雄､小高全次､佐頑制､和田鐘久、

外山武徳

｢タンジブル･プレイルーム：「ペンギンホッケーj」白井暁毒､長谷川品一､小池康晴、

佐演戯

合同企画(9:30.17:１０画8号風E極10Ｆ大会固宜）

画き出した３次元映僅閲迩技術と産雲交流の潮涜

特別嗣演(14:30.15:20）

｢ジェモーションのアート世界｣河口洋一郎〈東京大学】

三次元映倣のハードとソフトのフュージョン(磁合）
特別企面招待諦演(13:50.14:40百年妃念館３Ｆﾌｪﾗｲﾄ会画室）

｢アートの表現メディアとしてのホログラフィ」石井勢津子(興胴家･東工大】

田園飼布，

プログラムhttp:〃artsci､serveltp､comﾉＮＩＣＯ/index,ｈｔｍｌ事前登鐙参加フォームhttp://www､arl-science,ｏｒg/app/nicoO3s/app､htm

ＪＲ山手謀

回

二 子 玉 川

同時 閲侭：芸 術科学会ＤｉＶＡ展

特別プレゼンテーション＆シンポジウム

東
急

大
井
町
接

自由が丘東急東撹繰

東京工業大学
大岡山キャンバス

､
瞳F4三』署＝雲,華

唾卸－，尾

大岡山

昌月

虹 〃

３１[急

国嬢再岡臼智何(ＤＩＶＡ風運営愛貝､クールステーツ､アートデモ）

ｈｔ１ｐ:〃coo1sla1⑧ｓ,comノ

デザインーナカノケン(アルフニイズ､アートデモ）

ｈｌ１ｐ:〃ｗｗｗ,alphayz,comノ
ＪＲ京浜東北淫

東京工業大学大岡山キャンパス
(東急大井町綴･目鳳銀｢大岡山」駅正面）

http:"ＷＷＷ・titech､ac・ipノ

r』Ｂロ

大井町


